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第 32 回日本老年医学会近畿地方会
開催のご挨拶

第 32 回日本老年医学会近畿地方会

会 長　辻川　知之 　
（地方独立行政法人　公立甲賀病院　理事長・院長）

　この度、伝統ある日本老年医学会の第 32 回近畿地方会会長を仰せつかりましたことを
大変光栄に存じます。
　今回の地方会テーマは『コロナ禍で露呈した老年医学の諸問題と解決への糸口』といた
しました。新型コロナウイルスが報告された当初は、様々な犠牲を払ってでも感染予防に
務めるのみでしたが、徐々に治療薬やワクチンが普及するとともに、経済や社会生活に対
する予想以上の悪影響がむしろ問題となってきました。老年医学関連の分野においても、
高齢者が多い病院や介護施設でのクラスターは最も直接的な被害を受け、さらに高齢者の
医療・介護で基本となる『寄り添うこと』や『スキンシップ』が感染予防のため制限され、
我々医療者が高齢者に近づくことさえためらうというまさに異常な状況が継続しています。
その代わりに広まってきたオンライン診療の利便性は認めますが、やはり肌の温もりを感
じながらの診察や、目線が合う距離で会話する本来の診療形態の重要性を再認識している
今日この頃です。
　さて会員の先生方におかれましては、通常診療とコロナ対策の両立でお忙しい中、この
地方会に多数ご応募いただけましたことは大変うれしく思います。日頃感じておられる諸
問題を症例報告や講演を通じて皆が共有し、これからも少しずつ変容するであろう老年医
学への対応について考える機会になれば幸いです。
　この原稿を書いている 10 月時点で感染者数はかなり減少していますが、学会当日の 11
月 20 日は果たして新たな波の最中であるかどうかはまったく予想できません。ただ、開
催方式については現地での開催に拘りました。私自身、コロナ禍で Web 開催学会に数多く
参加する一方、直接会場へ出向いた学会は僅かでした。確かに Web 開催は移動距離や時
間を気にせず参加できるメリットはありましたが、やはり学会場へ自ら赴いて演題を聞き、
質疑応答する緊張感と臨場感に勝るものは無いと感じています。日常診療で医療スタッフ
と患者が近距離で接することと同様に、学会場で演者と参加者が直接対話することで得ら
れる充実感が参加した実感につながるのだと確信しております。
　会場は JR 京都駅からすぐですので、時間の許す限り熱い議論で盛り上げていただけれ
ば有難く存じます。久々の現地開催によって、『ディスカッションが楽しめた』、『参加し甲
斐のあった』地方会を目指しますので、ぜひ多くの先生方に会場へ足をお運びいただけま
すと幸いです。
　最後に、本学会の準備・開催にご尽力いただいた、学会関係者の皆様、企業の皆様、滋
賀医科大学総合内科学講座のスタッフの皆様にはこの場を借りて感謝申し上げます。
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　メルパルク京都　
 〒 600-8216
 京都府京都市下京区東洞院通七条下ル
 東塩小路町 676 番 13 
 【TEL】 075-352-7444（代）
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会 場 配 置 図

メルパルク京都

5F 
総合受付：ロビー
PC 受付：ロビー
講演会場：会議室 A
　　　　　（京極）

   4F
世話人会・
代 議 員 会
 （ 合 同 ）　
研修室 1
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ご参加の皆様へ
【参加受付】

学会当日の午前 11 時 00 分から、メルパルク京都の 5 階ロビー「総合受付」で参加登録を行います。参加
費として 3,000 円をお支払いください。引き換えに領収書付参加証をお渡し致します。参加証は必ずご着
用ください。近畿地方会 名誉会員・代議員・世話人・幹事・座長・演者の方は、あらかじめ郵送された抄
録集をご持参ください。
医学生や看護学生は無料です。学生証をご提示ください。
初期研修医（卒後 2 年まで）無料。
※証明書を当日受付に提出してください。証明書は日本老年医学会ホームページ（http://www.kktcs.co.jp/
　jgsmember/secure/chapter/detail.aspx?target=6）よりダウンロードいただけます。

【感染対策へのご協力のお願い】
『第 32 回日本老年医学会近畿地方会』は、感染拡大の防止に細心の注意を払い、現地開催にて実施します。
参加を予定されている参加者・演者・座長および協賛企業の皆様等におかれましては、下記の感染対策に
ご協力いただきますようお願い申し上げます。
1) 健康管理について

○参加当日はご自身で検温いただき、発熱症状や体調に異常がないか確認して下さい。
　もし、異常があると思われる場合や以下に該当する場合は、来場をお控え下さい。
・37.5 度以上の発熱、あるいは平熱より 1 度以上の発熱がある場合
・新型コロナウイルス感染者の濃厚接触者であることが判明した場合
・過去 14 日以内に感染が継続拡大している国・地域への訪問歴がある場合
○『新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）』のインストールを推奨いたします。
　App Store または Google Play で「接触確認アプリ」で検索してインストールして下さい。

2) 健康状態の申告について
○会場へお越しいただく際には、『健康状態申告書』を予めご記入頂き、当日総合受付にて提出をお願
　い致します。同申告書の提出と検温実施を経て、参加受付をさせて頂きます。
　『健康状態申告書』は、日本老年医学会近畿支部ホームページ（http://www.kktcs.co.jp/　jgsmember/
　secure/chapter/detail.aspx?target=6）からダウンロードいただけます。当日、受付にも設置いたし
　ますが、混雑を避けるため、できる限り事前のご記入にご協力下さい。

3) 会場内での感染対策について
○会場内では必ずマスクを着用して下さい。
　（演者、座長もマスク着用にご協力下さい）
○手指消毒、検温にご協力下さい。
○三密回避のため、混雑する箇所では人と人との距離を確保して下さい。
○マイク、マウス、レーザーポインター等、共有の備品を使用される場合は、使用前後の手指消毒にご
　協力下さい。
○会場の出入りは矢印の方向に従って一方通行でお願い致します。

App Store　　　　　　　　   Google Play
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【発表形式】
1）発表受付について

発表の 30 分前までに、5 階ロビー「PC 受付」に発表データを試写確認のうえご提出ください。
発表データは USB フラッシュメモリーもしくは PC 本体（Windows または Macintosh）をお持込くだ
さい。
なお、PC による発表のみといたします。
※ Macintosh で作成されたデータをご使用の場合は、必ずご自身のコンピューターをお持込みください。

2）発表について
 一般演題の発表は 7 分、質疑 2 分で行います。時間厳守でお願い致します。
 次演者はあらかじめ、会場内前方の次演者席に待機してください。

3）発表データについて
 ・ 動画をご使用の際は、必ずご自身のパソコンをお持込み下さい。
　（USB フラッシュメモリーをお持込みの場合は動画をご使用いただけません。）
 ・ スライド枚数に制限はございませんが、発表時間を考慮しつつ スライドの作成をお願いいたします。
 ・ セッションの進行および演台スペースの関係上、「発表者ツール」は使用できません。
 　発表原稿が必要な方は予めプリントアウトをお持ちください。

4）注意事項
PC をお持込みの方へ

 ・ 会場の液晶プロジェクターと PC との接続は、D-sub15 ピン及び HDMI となります。
一部の PC では附属のコネクターが必要となる場合がございますので、必ずご持参下さい。

 ・バッテリー切れに備え、電源アダプターを必ずご持参下さい。
USB フラッシュメモリーをお持込みの方へ

 ・ 本学会で用意しておりますコンピューターの OS とアプリケーションは以下のとおりです。
Windows10（PowerPoint 2013 / PowerPoint 2016）

 ※ Macintosh で作成されたデータをご使用の場合は、必ずご自身のコンピューターをお持込み下さい。
 ・フォントは OS 標準のみ使用可能です。
 　日本語：MS ゴシック、MSP ゴシック、MS 明朝、MSP 明朝
 　英語： Times New Roman, Arial, Arial Black, Arial Narrow, Century, 
　　　　 Century Gothic,Courier New Georgia
 ・ご講演後、お預かりしたデータは運営事務局で責任を持って消去いたします。

【座長の方へ】
ご担当されるセッションの開始 30 分前までに受付をお済ませ下さい。
またご担当セッション開始 10 分前までに、当該会場内前方の「次座長席」にお越しください。
各セッションの進行は座長の先生に一任といたします。時間厳守にて円滑な進行をお願いいたします。

【世話人会・代議員会】
世話人会、代議員会は下記のとおりです。（ハイブリッド開催）
世話人会・代議員会（合同）：11 時 00 分～ 11 時 30 分（4 階　研修室 1）

【日本老年医学会認定老年病専門医の資格更新のための研究単位について】
本地方会への参加は７単位、発表者および座長は２単位追加されます。さらに、本地方会の教育講演は日
本老年医学会認定制度の教育企画として開催されます。本講演の参加により、3 単位加算されます。単位
登録は 5 階ロビー「学会総合受付」で行います。
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日本老年医学会近畿地方会長および開催地
第1回　　大阪大学 老年病医学 

荻原　俊男　教授 
平成 2 年 5 月 12 日（土） 
大阪国際交流センター 

第2回　　京都大学 老年医学 
北　徹　教授 
平成 3 年 5 月 11 日（土） 
京都教育文化センター 

第3回　　奈良県立医科大学 第一内科 
石川　兵衛　教授 
平成 4 年 5 月 23 日（土） 
奈良県新公会堂 

第4回　　神戸大学 老年医学 
千葉　勉　教授 
平成 5 年 5 月 22 日（土）
神戸市勤労会館 

第5回　　和歌山県立医科大学 循環器内科 
西尾　一郎　教授 
平成 6 年 6 月 4 日（土） 
和歌山県民文化会館 

第6回　　大阪大学 第一内科 
鎌田　武信　教授 
平成 7 年 6 月 10 日（土） 
千里ライフサイエンスセンター 

第7回　　滋賀医科大学 第二内科 
馬場　忠雄　教授 
平成 8 年 5 月 11 日（土）
大津市生涯学習センター 

第8回　　京都府立医科大学 第二内科 
中川　雅夫　教授 
平成 9 年 10 月 25 日（土） 
国立京都国際会館 

第9回　　奈良県立医科大学 第一内科 
土肥　和紘　教授 
平成 10 年 11 月 7 日（土） 
奈良県新公会堂 

第10回　 兵庫医科大学 第二内科 
垣下　榮三　教授 
平成 11 年 11 月 6 日（土） 
テイジンホール 

第11回　 京都府立医科大学 神経内科 
中島　健二　教授 
平成 12 年 11 月 11 日（土） 
京都府立医科大学基礎医学学舎 

第12回　 神戸大学 老年内科学 
横野　浩一　教授 
平成 13 年 11 月 10 日（土） 
神戸市産業振興センター 

第13回　 近畿大学 循環器内科 
石川　欽司　教授 
平成 14 年 11 月 9 日（土）
大阪国際交流センター

第14回　 大阪医科大学 第二内科 
勝　健一　教授 
平成 15 年 11 月 1 日（土） 
たかつき京都ホテル 

第15回　 関西医科大学 第二内科 
岩坂　壽二　教授 
平成 16 年 11 月 6 日（土） 
守口ロイヤルパインズホテル   

第16回　 大阪市立大学 代謝内分泌病態内科学        
西沢　良記　教授 
平成 17 年 11 月 26 日（土）
大阪国際交流センター  

第17回　 大阪大学 保健学専攻 
三上　洋　教授 
平成 18 年 11 月 25 日 ( 土 )
大阪大学中之島センター   

第18回　 滋賀医科大学 内科学講座 
藤山　佳秀　教授 
平成 19 年 10 月 13 日（土） 
ピアザ淡海 

第19回　 京都大学 臨床創成医学 
横出　正之　教授 
平成 20 年 11 月 15 日 ( 土 ) 
京都大学芝蘭会館 

第20回　 大阪大学 精神医学 
武田　雅俊　教授 
平成 21 年 12 月 5 日（土） 
チサンホテル新大阪 

第21回　 大阪市立大学 老年内科学 
三木　隆己　教授 
平成 22 年 11 月 20 日（土） 
大阪市立大学構内 

第22回　 兵庫医科大学 内科学糖尿病科 
難波　光義　教授 
平成 23 年 11 月 5 日（土） 
兵庫医科大学構内 

第23回　 大阪医科大学 内科学Ⅰ 
花房　俊昭　教授 
平成 24 年 11 月 24 日（土） 
大阪医科大学構内  

第24回　 京都大学東南アジア研究所 
松林　公蔵　教授 
平成 25 年 11 月 16 日（土）
京都大学芝蘭会館

第25回　 和歌山県立医科大学
羽野　卓三　教授 
平成 26 年 10 月 11 日 ( 土 ) 
和歌山県立医科大学構内

第26回　 京都府立医科大学
中川　正法　教授　渡邊　能行　教授
平成 27 年 11 月 14 日 ( 土 ) 
京都府立医科大学基礎医学学舎・図書館ホール

第27回　 近畿大学 内分泌・代謝・糖尿病内科
池上　博司　主任教授　
平成 28 年 10 月 22 日 ( 土 )
近畿大学東大阪キャンパス

第28回　 奈良県立医科大学　第一内科
斎藤　能彦　教授
平成 29 年 10 月 7 日（土）
橿原市立かしはら万葉ホール

第29回　 大阪大学　老年・総合内科学
楽木　宏実　教授
平成 30 年 11 月 17 日（土）
大阪国際交流センター

第30回　 京都府立医科大学　神経内科学
水野　敏樹　教授
令和 1 年 11 月 16 日（土）
京都府立医科大学

第31回　 兵庫医科大学　内科学総合診療科
新村　健　教授
令和 2 年 11 月 21 日（土）
大阪大学中之島センター

第32回　 公立甲賀病院
辻川　知之　理事長・院長 
令和 3 年 11 月 20 日（土） 
メルパルク京都

第33回　 大阪大学大学院保健学専攻
神出　計　教授
令和 4 年 11 月 12 日（土） 
大阪大学銀杏会館
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日本老年医学会 近畿支部会 役員名簿

近畿支部名誉会員 ( 五十音順 )

大澤仲昭、荻原俊男、北　　徹、中川雅夫、難波光義、西澤良記、花房俊昭、

羽野卓三、馬場忠雄、藤田拓男、藤山佳秀、松林公蔵、三上　洋、三木隆己

世話人 ( 五十音順 )

池　上　博　司　 主任教授　　　　近畿大学内分泌・代謝・糖尿病内科

伊　藤　義　彰　　教　授　　　　大阪市立大学脳神経内科学

神　出　　　計　　教　授　　　　大阪大学大学院保健学専攻

斎　藤　能　彦　　教　授　　　　奈良県立医科大学循環器内科

辻　川　知　之　 理事長・院長　　　公立甲賀病院

新　村　　　健　 主任教授　　　  兵庫医科大学総合診療内科学

的　場　聖　明　　教　授　　　　京都府立医科大学循環器内科学・腎臓内科学

水　越　正　人　　教　授　　　　和歌山県立医科大学保健看護学部病態学

水　野　敏　樹　　教　授　　　　京都府立医科大学脳神経内科学

安　田　尚　史　　教　授　　　　神戸大学大学院保健学研究科

山　田　祐一郎　　副院長　　　　関西電力病院

横　出　正　之　　部　長　　　　京都予防医学センター動脈硬化診断部

楽　木　宏　実　　教　授　　　　大阪大学老年・総合内科学（支部長）

渡　邊　能　行　　教　授　　　　京都先端科学大学健康医療学部看護学科

幹事 ( 五十音順 )

伊　藤　明　彦　　准教授　　　　滋賀医科大学総合内科学講座（会長付 R2 〜 R3）

樺　山　　　舞　　教　授　　　　大阪大学大学院保健学専攻 ( 会長付 R3 〜 R4)

近　藤　祥　司　　准教授　　　　京都大学地域ネットワーク医療部

山　本　浩　一　　准教授　　　　大阪大学老年・総合内科学

( 支部所在地：大阪大学大学院医学系研究科老年・総合内科学 大阪府吹田市山田丘 2-2・B6)
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日 本 老 年 医 学 会 近 畿 支 部 会 会 則

第１条	 本会は日本老年医学会近畿支部会と称する。
第２条	 この団体を次の所在地に置く。
　　　　　大阪府吹田市山田丘 2-2・B6
　　　　　大阪大学大学院医学系研究科　老年・総合内科学
第３条	 本会は日本老年医学会の目的達成のための事業の一環として、その地域的活動を行うこと
　　　　を目的とする。
第４条	 本会の目的達成のための下記の事業を行う。

１．	集会
２．	会員相互の連絡及び親睦
３．	その他必要な事項

第５条	 会員は原則として日本老年医学会会員で、近畿地方 ( 大阪府、京都府、滋賀県、奈良県、
兵庫県、和歌山県 ) 在住の者、または老年病学に関心を有するものの所属する単位施設で、
かつ本会の目的に協力するものにより構成される。
世話人会の推薦により地方会名誉会員を置くことが出来る。

第６条	 退会、資格喪失、除名は日本老年医学会会則に準ずるものとする。
第７条	 本会に下記の役員を置く。

・支部長 1 名
・世話人若干名
・監事若干名
・幹事若干名
支部長は世話人中より互選し、会務を統轄する。
世話人は代議員もしくは支部長の推薦する会員より選任され、会の総務をつかさどる。
監事は代議員より選任され、会務を監査する。
代議員は、正会員を代表して近畿地方会代議員会に出席し、重要なる案件を審議し、議決
する。本地方会に所属する日本老年医学会代議員がこれにあたる。
幹事は支部長の委嘱により会の運営にあたる。幹事のうち 1 名は学会長の推薦するものと
する。
役員の任期は 3 年とする。但し重任、再任を妨げない。また役員は 69 歳をもってその
資格を消失するものとする。

第８条	 本会の集会は、地方学会、世話人会、代議員会とする。
地方学会は毎年 1 回ないし必要に応じて開催し、学術活動にあたる。
世話人会は原則として地方学会と同時に開催する。支部長がこれを主催し議長を務める
ものとする。
代議員会は支部長がこれを収集し議長には学会長があたる。
地方学会を主催するための学会長をおく。学会長は世話人会の推薦により、代議員会の
議を経て、支部長が委嘱する。

第９条	 本会の運営経費は、会費、日本老年医学会よりの交付金、及び寄附金を似て充当する。
第10条	 本会は諸問題が発生した場合は、随時代議員会を開催して審議を行い、その議事は出席

者の過半数の同意をもって決定する。
付　則

1)	 本会会則は平成 2 年 1 月 1 日より実施する。
2)	 平成  3 年  2 月  1 日一部改正
3)	 平成  3 年  5 月 11 日一部改正
4)	 平成  8 年  5 月 11 日一部改正
5)	 平成 15 年 11 月  1 日一部改正
6)	 平成 16 年 11 月  6 日一部改正
7)	 平成 18 年 11 月 25 日一部改正
8)	 平成 22 年 11 月 20 日一部改正
9)	 平成 25 年  4 月  1 日一部改正

10)	   平成 31 年  4 月  5 日一部改正
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プログラム
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第 32 回日本老年医学会近畿地方会：進行表
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講演会場
（メルパルク京都　５Ｆ　会議室Ａ：京極）

　開会の辞（11:55 〜 12:00）　辻川　知之（地方独立行政法人 公立甲賀病院 理事長・院長）

　一般演題 1「新型コロナ関連・糖尿病」（12:00 〜 13:03）

　座長：廣峰　義久（近畿大学医学部 内分泌・代謝・糖尿病内科）
　　　　伊藤　義彰（大阪市立大学大学院医学研究科 脳神経内科学）

1.　能勢町保健事業への参加経路の年代別特徴―新型コロナワクチン接種会場における取組
1）能勢町役場　　　　　　　　　　　　　　　　　　◯東万紀子 1), 樺山　舞 2), 木村ありさ 2),
2）大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻　　　　　　橋本澄代 1), 木戸倫子 2), 呉代華容 2), 菊池　健 1),
3）静岡社会健康医学大学院大学　　　　　　　　　　　疋田晃浩 1), 田原康玄 3), 神出　計 2)

2.　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う電話再診の推移　第 3 報
1）和歌山県立医科大学 サテライト診療所本町　　　  ◯羽野卓三 1), 水越正人 2)
2）和歌山県立医科大学 保険看護学部

3.　コロナの認知症対策の視点
1）市立池田病院　　　　　　　　　　　　　　　　　◯稲野聖子 1)

4.　COVID-19 に対する治療中に多発脳梗塞を発症し予後不良な転帰をたどった一例
 1）大阪市立大学大学院医学研究科 脳神経内科学　　  ◯野土聡司 1), 宮澤直高 1), 三野俊和 1), 伊藤義彰 1)
　　　　　　　　　　　　
5.　地域在住高齢者における糖尿病の血糖コントロールと精神的健康状態との関連
1）大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻　　　　  ◯前山友理恵 1), 樺山　舞 1), 呉代華蓉 1),
2）大阪大学大学院医学系研究科 老年・総合内科学　　　　　 赤坂　憲 2), 権藤恭之 3), 増井幸恵 4), 新井康通 5),
3）大阪大学大学院人間科学研究科　　　　　　　　　　石崎達郎 4), 楽木宏実 2), 神出　計 1)
4）東京都健康長寿医療センター研究所　　　　　　　　
5）慶応大学 百寿総合研究センター

6.　インスリン頻回注射と SGLT2 阻害薬併用による不安定型高齢１型糖尿病管理の試み
 1）近畿大学医学部 内分泌・代謝・糖尿病内科　　　   ◯今村修三 1), 庭野史丸 1), 馬場谷成 1), 廣峰義久 1),
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武友保憲 1), 能宗伸輔 1), 池上博司 1)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7.　インスリン中断後にケトーシスとなり入院加療を要した高齢糖尿病患者の一例
 1）国立病院機構東近江総合医療センター 糖尿病・内分泌内科　◯中島　興 1), 後藤　幸 1), 御園生昌史 2),
 2）国立病院機構東近江総合医療センター 呼吸器内科　　坂田瑞稀 1), 坂下拓人 2), 前野恭宏 1),
 3）滋賀医科大学 総合内科学講座　　　　　　　　　　   杉本俊郎 3)
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　特別講演１「高尿酸血症は心血管疾患と本当に連関するのか」（13:10 〜 13:55）

　座長：辻川　知之（地方独立行政法人 公立甲賀病院 理事長・院長）
　演者：和田　厚幸（淡海医療センター 理事長特別補佐 心臓血管・心不全センター長）
　共催：持田製薬株式会社

　特別講演 2「腎機能低下症例に対する骨粗鬆症の治療戦略」（13:55 〜 14:40）

　座長：田中　政信（独立行政法人 国立病院機構 東近江総合医療センター 整形外科）
　演者：谷川　仁士（独立行政法人 地域医療機能推進機構 滋賀病院 整形外科）
　共催：第一三共株式会社

　一般演題 2「神経・筋疾患・老年症候群」（14:45 〜 15:30）

　座長：笠井　高士（京都府立医科大学大学院医学研究科 脳神経内科学）
　　　　新村　　健（兵庫医科大学 総合診療内科）

8.　筋萎縮性側索硬化症の診断まで時間を要した二型呼吸不全の高齢者の一例
1）京都府立医科大学大学院医学研究科 脳神経内科学　  ◯清水夢基 1), 田中瑛次郎 1), 東本祐樹 1),
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　深沢良輔 1), 芦田真士 1), 水野敏樹 1)

9.　地域在住高齢者における経済状況別に検討した人のつながりと認知機能との関連
1）大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻　　　　◯野上素子 1), 樺山　舞 1), 呉代華容 1), 赤坂　憲 2),
2）大阪大学大学院医学系研究科 老年・総合内科学 　  池邉一典 3), 安元佐織 4), 石崎達郎 5), 権藤恭之 4),
3）大阪大学大学院歯学研究科　　　　　　　　　　　　樂木宏実 2), 神出　計 1)
4）大阪大学大学院人間科学研究科　　　　　　　　　　
5）東京都健康長寿医療センター研究所

10.　褥瘡を伴う法医解剖例の実態　　　　  
1）和歌山県立医科大学 法医学教室　　　　　　　　　◯橋爪佑示子 1), 古川福実 2), 近藤稔和 1)
2）日本赤十字社高槻赤十字病院

11.　訪問診療を受ける在宅療養高齢者における多剤併用と療養中イベントの関連要因の検討：  
　　  OHCARE 研究
 1）大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻　　　　  ◯村上尚子 1), 大道友貴 1), 糀屋絵理子 1),
 2）大阪大学大学院医学系研究科 老年・総合内科　　　  中村千賀 1), 矢野朋子 1), 奈古由美子 1),
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呉代華容 1), 樺山　舞 1), 樂木宏実 2), 神出　計 1)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12.　高齢者介護施設における尿路感染症関連の薬剤耐性菌についての解析
1）医療法人思温会 思温第二クリニック　　　　　　  ◯松浦　潤 1), 白川光浩 1), 名畑　孝 2)
2）医療法人思温会 思温クリニック
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　一般演題 3「サルコペニア・フレイル」（15:30 〜 16:15）

　座長：赤坂　　憲（大阪大学大学院医学系研究科 老年・総合内科学）
　　　　川上　寿一（高島健康福祉事務所（高島保健所）・滋賀県立リハビリテーションセンター）

13.　能勢町の通いの場における地域包括による支援と参加者のフレイルの実態
 1）能勢町役場　　　　　　　　　　　　　　　　　　◯畑中裕美 1), 樺山　舞 2), 木村ありさ 2),
 2）大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻　　　　　　橋本澄代 1), 吉田寛子 2), 中村祐子 2), 小林慶吾 2),
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呉代華容 2), 菊池　健 1), 神出　計 2)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
14.　地域在住高齢者における脂質異常症と身体的フレイル発症との関連における縦断解析： SONIC 研究
1）大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻　　　　  ◯中村祐子 1), 樺山　舞 1), 呉代華容 1), 赤坂　憲 2),
2）大阪大学大学院医学系研究科 老年・総合内科学　  　権藤恭之 3), 新井康通 5), 増井幸恵 4), 石崎達郎 4),
3）大阪大学大学院人間科学研究科　　　　　　　　　　樂木宏実 2), 神出　計 1)
4）東京都健康長寿医療センター研究所　　　　　　　　
5）慶應義塾大学 百寿総合研究センター

15.　舌圧値と慢性腎臓病 (CKD) との関連
1）兵庫医科大学 総合診療内科学　　　　　　　　　　◯楠　博 1), 長谷川陽子 2), 辻翔太郎 3),
2）新潟大学医歯学総合病院 摂食機能・補綴系歯科　　　玉城香代子 1), 和田陽介 1), 永井宏達 4),
3）兵庫医科大学 整形外科学　　　　　　　　　　　　　　森　敬良 1), 志水秀郎 5), 岸本裕充 6), 新村　健 1)
4）兵庫医療大学 リハビリテーション学部　　　　　　　　
5）大阪歯科大学 内科学講座
6）兵庫医科大学 歯科口腔外科学

16.　高齢者術前評価における身体機能評価（膝伸展筋力）の意義
 1）大阪大学大学院医学系研究科 老年・総合内科学　  ◯安延由紀子 1), 赤坂　憲 1), 杉本　研 2),
 2）川崎医科大学 総合老年医学　　　　　　　　　　  　大西友理 1), 藤本　拓 1), 南　知宏 1), 吉田紫乃 1),
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　稔 1), 井坂昌明 1), 樂木宏実 1)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
17.　当院回復期病棟における、最新型支援機器による、歩行リハビリ個性化戦略及び対外発信的効果
1）済生会守山市民病院 リハビリテーション科　　　　◯菊地克久 1), 布施郁子 1), 西野智至 1), 平田知大 2),
2）滋賀医科大学医学部附属病院 感染制御部　　　　　  伊藤慎英 3), 野々村和男 4)
3）済生会守山市民病院 リハビリテーション部
4）済生会守山市民病院

　教育講演「高齢者診療における漢方薬の活用」（16:15 〜 17:05）
　座長：池上　博司（近畿大学医学部 内分泌・代謝・糖尿病内科 主任教授）
　演者：葛谷　雅文（名古屋大学大学院医学系研究科 地域在宅医療学・老年科学分野教授）
　共催：株式会社ツムラ
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　スポンサードセミナー「誤嚥性肺炎の栄養療法と摂食嚥下障害」（17:05 〜 17:40）

　座長：伊藤　明彦（独立行政法人 国立病院機構 東近江総合医療センター 消化器内科・滋賀医科大学 総合内科学講座）
　演者：前田　圭介（国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 老年内科）
　共催：株式会社ニュートリー

　一般演題 4「内分泌・消化器・血液」（17:45 〜 18:39）

　座長：大村　　寧（公立甲賀病院 糖尿病・内分泌内科）
　　　　神田　暁博（独立行政法人 国立病院機構 東近江総合医療センター消化器内科・滋賀医科大学 総合内科学講座）

18.　メトトレキセート関連リンパ増殖性疾患 ( 古典的ホジキンリンパ腫型 ) に対し、
　　  Brentuximab vedotin(BV) 併用化学療法を行い奏功した 2 例
1）公立甲賀病院 血液内科　　　　　　　　　　　　  ◯武内美紀 1)
　　
19.　種々の老年症候群を呈したビタミン B1 欠乏症の一例
1）北播磨総合医療センター 糖尿病内分泌内科　　　  ◯村上　拓 1), 泉谷真季子 1), 小畠正樹 1),
2）北播磨総合医療センター 総合内科・老年内科　　  　小川雅史 1), 渡邉力也 2), 山田克己 2), 西山勝人 2),
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　原　賢太 1), 安友佳朗 2)

20.　併存疾患のため治療に難渋した高齢者の褐色細胞腫の一例
1）公立甲賀病院　糖尿病内分泌内科　　　　　　　　　　　　　　　　　◯鍬田菜摘 1), 伊藤沙貴 1), 村田幸一郎 1),
2）公立甲賀病院　泌尿器科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井手晴菜 2), 小田和哉 2), 花田英紀 2), 金　哲將 2),
3）公立甲賀病院　血液内科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武内美紀 3), 道家智博 4), 大村　寧 1)
4）公立甲賀病院　循環器内科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

21.　メトロニダゾールの投与にて改善した特発性気腹症の一例
 1）西脇市立西脇病院 内科　　　　　　　　　　　　  ◯竹中　柚 1), 来住　稔 1), 深澤圭似子 1),

柏木明香 1), 平田珠希 1), 堀　順子 1), 宮田恵吉 1),
武地美保 1), 木村祥子 1), 岩井正秀 1)

22.　抗血栓薬服用者の胃癌に対する内視鏡処置後に小脳梗塞を生じた一例
 1）公立甲賀病院 消化器内科　　　　　　　　　　　  ◯石川翔也 1), 水野　凌 1), 岡本拓也 1), 三好薫人 1),

山本剛司 1), 八木勇紀 1), 南部卓三 1), 辻川知之 1)

23.　当院における高齢者に対する緩和目的の大腸ステント留置の検討
 1）東近江総合医療センター 消化器内科　　　　　　  ◯水田寛郎 1), 森　太平 1), 脇坂恭加 1), 大槻晋士 1),
 2）公立甲賀病院　　　　　　　　　　　　　　　　　　神田暁博 1), 伊藤明彦 1), 辻川知之 2)
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　閉会の辞（18:39 〜 18:45）　辻川　知之（地方独立行政法人 公立甲賀病院 理事長・院長）


